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－
１
年
間
の
主
な
取
組
－

　

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
る

と
、
民
間
出
身
者
と
し
て
、
初

め
て
市
政
運
営
に
携
わ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
、
市
政
の
課
題
・

懸
案
事
項
を
把
握
す
る
た
め
、

各
部
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

や
一
般
職
員
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
課
長
補
佐
級
以
上

に
よ
る
意
見
交
換
会
な
ど
を
通

じ
て
、
職
員
と
の
交
流
を
行
い
、

職
員
の
生
の
声
を
直
接
聞
く
こ

と
で
、
意
思
の
疎
通
や
理
念
の

共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
が
行
政
に
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る

た
め
、
市
内
14
か
所
で
、「
市
長

と
語
る
車
座
会
議
」
を
開
催
し
、

市
民
の
意
見
等
の
集
約
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

交
通
政
策
や
道
路
等
の
、
生
活

基
盤
の
整
備
な
ど
を
求
め
る
声

な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
旧
３
町
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、

　

２
月
24
日
開
会
の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
本
会
議
で
、
嶋
田
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
な
る
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
鹿
屋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

       ～市民の「知恵とアイデア」を結集した～

“元気な「かのや」づくり”に向けて

平成 23 年度平成 23 年度

施政方針施政方針

「
地
域
再
生
会
議
」
を
総
合
支
所

に
設
置
し
、
主
体
的
な
協
議
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け

た
事
業
展
開
へ
の
取
組
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
産
業
や
市
民
生
活

分
野
等
の
新
た
な
取
組
に
つ
い

て
市
民
の
意
見
等
を
把
握
す
る

「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
会
議
」

に
つ
い
て
は
、「
街
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
３

月
下
旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
厳
し
い
財
政
環
境
の

中
で
、
中
長
期
的
に
健
全
財
政

を
維
持
す
る
た
め
、 「
第
２
次
行

政
経
営
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

市
民
目
線
で
事
業
の
総
点
検
を

行
う
「
外
部
仕
分
け
」
の
実
施

や
職
員
の
定
数
や
給
与
の
適
正

化
な
ど
、
人
件
費
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
宮
崎
県
に
お
い
て
口

蹄
疫
が
発
生
し
、
被
害
の
拡
大

を
大
変
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
防
疫
対
策
に
よ
り
、

幸
い
に
も
、
大
隅
地
域
へ
の
侵

入
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
口
蹄

疫
に
加
え
、
景
気
低
迷
に
よ
る

影
響
も
重
な
り
、
地
域
経
済
が

さ
ら
に
疲
弊
し
た
た
め
、
市
民

や
畜
産
農
家
・
商
工
業
者
等
に

向
け
た
活
性
化
策
と
し
て
、
鹿

屋
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
た

「
元
気
な
か
の
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
の
発
行
や
、
肉
用
牛
の

平
均
売
買
価
格
と
基
準
価
格
と

の
差
額
補
償
補
填
、
経
営
運
転

資
金
へ
の
利
子
補
給
な
ど
の
経

済
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推▲　元気なかのやプレミアム商品券
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進
す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
小
学
生
ま
で
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
大
隅
地
域
３

市
５
町
の
夜
間
に
お
け
る
初
期

救
急
医
療
体
制
の
確
立
に
向

け
、「
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
」
の
整
備
に
着
手
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
笑
顔
に
満
ち
た
楽
し

い
給
食
時
間
の
実
現
」
を
目
指

し
て
、食
育
の
推
進
、食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
、
食
材
の
地
産
地

消
の
推
進
を
図
る
た
め
「
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
供
用

開
始
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
数
が
減
少
す

る
中
で
、
学
校
規
模
の
適
正
化

（
学
校
再
編
）
に
取
り
組
み
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
、
交
流
人
口
の
増
加
促

進
の
取
組
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

本
市
の
知
的
財
産
で
も
あ
る
鹿

屋
体
育
大
学
と
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
産
業
振
興
等
を
強
化
す

る
た
め
、
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

そ
の
第
一
弾
の
取
組
と
し
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
実
施
し
、
５
球
団

12
人
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
自
主

ト
レ
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、
地
域
と
し
て

の
受
け
皿
体
制
を
整
え
な
が
ら
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
実
業
団
・

大
学
等
の
合
宿
の
誘
致
な
ど
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
よ
る

活
性
化
へ
向
け
た
取
組
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
市
天
神
で
「
か

の
や
よ
か
と
こ
フ
ェ
ア
in
福
岡
」

を
開
催
し
、
私
自
ら
先
頭
に
立

ち
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に

よ
る
観
光
客
の
誘
致
や
、
本
市

の
資
源
で
あ
る
食
や
農
林
水
産

物
、
か
の
や
ば
ら
園
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

－
時
代
認
識
－

　

我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
、

依
然
と
し
て
デ
フ
レ
か
ら
抜
け

ら
れ
な
い
「
失
わ
れ
た
20
年
」

と
も
言
わ
れ
る
長
期
的
な
経
済

低
迷
が
続
い
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
る
社
会
構
造
の

大
き
な
変
化
に
伴
い
、
一
層
、

不
透
明
な
状
況
で
あ
り
、
経
済

や
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
対
す

る
将
来
不
安
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
の
２

月
、
月
例
経
済
報
告
で
は
、「
景

気
は
、
持
ち
直
し
に
向
け
た
動

き
が
み
ら
れ
、
足
踏
み
状
態
を

脱
し
つ
つ
あ
る
」
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
の
平
成
23
年
度

予
算
案
で
は
、
前
年
度
と
同
様
、

国
債
発
行
額
が
税
収
額
を
上
回

り
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
平

成
23
年
度
末
の
長
期
債
務
残
高

も
、
８
９
２
兆
円
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

１
８
４
％
）
と
見
込
ま
れ
、
危

機
的
状
況
が
今
も
続
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、昨
年
11
月
に
、政
府
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
る
貿
易

自
由
化
へ
の
方
針
を
示
し
ま
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
関
税

撤
廃
は
、
国
内
の
農
畜
産
物
は

も
と
よ
り
、
地
域
経
済
に
大
打

撃
を
与
え
る
可
能
性
が
非
常
に

高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
方
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
長
引
く

景
気
低
迷
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
、
企
業
業
績
や
雇
用
情

勢
の
悪
化
に
よ
る
、
社
会
的･

経
済
的
不
安
が
増
し
て
い
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
行
な
ど
、
人
口
減
少
時

代
へ
の
早
急
な
地
域
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
度
成
長
期
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
施
設
・

道
路
・
橋
梁
等
、
社
会
資
本
全

体
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
な
ど
、

行
政
需
要
も
年
々
増
加
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
食
料
自
給

率
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約

４
割
と
先
進
国
で
は
突
出
し
て

低
く
、
世
界
の
食
糧
事
情
が
悪

化
す
れ
ば
、
必
要
量
の
確
保
が

難
し
く
な
り
、
将
来
の
食
料
不

足
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
国
内
有
数
の
食
料
供

給
基
地
と
し
て
、
本
地
域
の
果

た
す
役
割
は
大
き
く
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
基
軸
と
し
た
、

第
１
次
産
業
の
振
興
へ
の
取
組

が
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
３
月
12
日
の
、
九

州
新
幹
線
全
線
開
業
に
よ
り
、

博
多
〜
鹿
児
島
中
央
間
が
１
時

間
19
分
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
観
光

や
流
通
な
ど
の
大
き
な
経
済
効

果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
効
果
を
引
き
込
む
た
め
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
積
極
的

な
誘
客
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

－　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢　

　

私
は
、
こ
の
よ
う
に
不
透
明

で
厳
し
い
、
変
革
の
時
代
の
中

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
何
よ
り
も

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
施

策
を
優
先
し
な
が
ら
、
地
域
の

資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
「
食
」

と
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

民
や
行
政
な
ど
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

▲　ランチミーティング

▲　地域再生会議

　

 

　
　

時
代
認
識

　

 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

平成23年度 施政方針特集
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こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
は
、

○ 
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
基

軸
と
し
た
内
発
型
産
業
振
興

へ
の
取
組

○ 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
中
心
と
し

た
交
流
人
口
増
加
へ
の
取
組

○ 

安
心
な
暮
ら
し
と
健
康
を
確

保
す
る
福
祉
行
政
へ
の
取
組

○ 

人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た

学
校
再
編
等
の
教
育
改
革
へ

の
取
組

○ 

少
数
精
鋭
に
よ
る
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る

た
め
の
人
材
育
成
へ
の
取
組

○ 

健
全
財
政
に
向
け
た
行
財
政

改
革
の
取
組

な
ど
を
重
点
的
に
進
め
な
が
ら
、

「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
」の「
本

格
始
動
」
の
年
と
し
て
、
今
後

の
市
政
発
展
の
大
き
な
足
掛
か

り
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
に
お
い
て

は
、
大
隅
地
域
へ
の
新
幹
線
全

線
開
業
効
果
を
波
及
さ
せ
る
取

組
や
、
農
産
物
加
工
の
試
験
研

究
体
制
の
強
化
等
の
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
隅
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
、

県
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し

な
が
ら
、
大
隅
地
域
の
一
体
的

な
浮
揚
・
発
展
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
市
政
運
営
の
基

本
姿
勢
を
念
頭
に
、
平
成
23
年

度
は
、
次
の
８
つ
の
施
策
に
基

づ
き
各
種
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

昨
年
開
催
し
た
車
座
会
議
な

ど
の
市
民
会
議
等
に
よ
る
幅
広

い
市
民
の
声
を
、
市
政
運
営
に

反
映
す
る
と
と
も
に
、
市
全
域

の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
「
地

域
再
生
会
議
」
を
開
催
し
、
各

総
合
支
所
が
抱
え
る
地
域
の
課

題
解
決
や
、
活
性
化
策
を
実
施

す
る
た
め
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
「
元
気
な
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
」
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
共
生
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
を
維
持
・
強
化
す

る
た
め
、

・ 

市
民
活
動
団
体
等
の
企
画
提

案
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動

へ
の
支
援

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
基
盤

と
な
る
町
内
会
の
充
実
・
強

化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
行
財
政
改
革

を
断
行
す
る
た
め
、「
第
２
次
行

政
経
営
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く
、

「
第
２
次
鹿
屋
市
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
や
「
第
２
次
鹿
屋
市
職
員

定
員
適
正
化
計
画
」
の
進
行
管

理
な
ど
、
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

・ 

職
員
定
数
や
わ
た
り
廃
止
な

ど
職
員
給
与
の
適
正
化
等
に

よ
る
総
人
件
費
の
抑
制

・ 

２
年
目
と
な
る
市
民
参
画
に

よ
る
「
外
部
仕
分
け
」
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
中
長
期
の
健
全

財
政
の
堅
持
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
精
鋭
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
時
代
の
変
革
に
対
応

で
き
る
自
治
体
職
員
を
育
成
す

る
た
め
、
国
や
県
等
へ
の
職
員

の
派
遣
研
修
や
、
地
元
の
民
間

企
業
等
と
の
交
流
を
積
極
的
に

推
進
す
る
な
ど
、
研
修
体
制
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

活
力
あ
る
地
域
産
業
の
発
展

に
は
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を

生
か
し
た
産
業
振
興
と
、
交
流

促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
内
有
数
の
食

料
供
給
基
地
を
形
成
し
て
い
る

本
市
の
特
性
を
生
か
し
た
取
組

と
し
て
は
、

○ 

農
家
の
所
得
向
上
と
足
腰
の

強
い
産
地
を
目
指
し
て
、
意

欲
の
あ
る
担
い
手
の
確
保
や

農
地
集
積
の
加
速
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
畑
か
ん
を

利
用
し
た
輪
作
体
系
の
確
立

○ 

現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
「
深

蒸
し
茶
」
や
「
紅
は
る
か
」

を
利
用
し
た
商
品
化
や
Ｐ
Ｒ

活
動

○ 

農
商
工
連
携
の
取
組
な
ど
を

推
進
し
、
食
品
加
工
・
製
造

業
等
の
起
業
や
立
地
な
ど
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
新
た
に

地
場
の
企
業
等
が
、
食
品
加

工
施
設
等
の
立
地
を
進
め
や

す
く
す
る
支
援
制
度

○ 

地
域
の
活
力
を
担
う
農
林
水

産
業
の
確
立
を
図
る
た
め
に
、

・ 

食
育
や
地
産
地
消
の
推
進
体

制
の
構
築
に
よ
る
健
康
で
豊

か
な
食
生
活
の
普
及

・ 

農
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高

め
、
畜
産
農
家
の
生
産
意
欲

向
上
を
目
的
と
す
る
研
究
会

の
設
置

・ 

肉
用
牛
の
高
齢
繁
殖
雌
牛
の

更
新
促
進

・ 

家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の

強
化

・ 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
が
深
刻
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
電
気
柵
の
設

▲　外部仕分け

▲　市長と語る車座会議

　

 
 

施
策
・
事
業
の
展
開

１　

市
民
の
声
と
力
を
生
か

　
　

す
ま
ち
づ
く
り

２　

地
域
を
を
元
気
に
す
る

　
　

産
業
づ
く
り
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置
や
捕
獲
等
に
よ
る
有
害
鳥

獣
対
策
の
充
実

・ 
か
の
や
カ
ン
パ
チ
の
産
地
化

に
向
け
た
国
内
・
海
外
へ
の

販
路
開
拓
の
支
援

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○  

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
足
腰

の
強
い
地
域
産
業
の
構
築
や

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ

り
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

・ 

食
品
関
連
企
業
等
へ
の
積
極

的
な
セ
ー
ル
ス
の
展
開

・ 

首
都
圏
な
ど
で
の
物
産
Ｐ
Ｒ

及
び
将
来
を
見
据
え
た
ア
ジ

ア
圏
域
と
の
産
業
交
流
促
進

に
向
け
た
セ
ー
ル
ス
の
推
進

・ 

域
外
バ
イ
ヤ
ー
と
地
元
企
業

と
の
商
談
を
行
う
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ェ
ア
の
開
催

・ 

地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
に

よ
る｢

食
と
観
光｣

を
テ
ー
マ

と
し
た
個
別
事
業
所
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
各
種
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
、
セ
ミ

ナ
ー
、
合
同
就
職
面
談
会
等

の
開
催

・ 

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

基
づ
く
消
費
動
向
の
把
握
と

自
立
す
る
商
店
街
づ
く
り
に

向
け
た
商
店
街
組
織
の
育
成

と
強
化
、
再
構
築
支
援

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○ 
産
学
官
連
携
に
よ
る
産
業
振

興
等
の
取
組
と
し
て
、

・ 

企
業
と
大
学
等
が
連
携
し
た

新
製
品
開
発
の
共
同
研
究
支

援
・ 

こ
れ
ら
の
気
運
の
醸
成
及
び

相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
っ
て
い
く
た
め
の
産
学

連
携
ラ
ボ
ツ
ア
ー
の
実
施

・ 

鹿
屋
体
育
大
学
の
専
門
的
知

識
と
市
内
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
の
誘

致
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
健

康
で
安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
、

い
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
、

・ 

４
月
１
日
開
設
の
「
大
隅
広

域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」
に

よ
る
夜
間
の
初
期
救
急
医
療

体
制
の
確
立

・  

育
児
と
仕
事
等
の
社
会
的
活

動
の
両
立
を
支
援
す
る
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
拠

点
の
設
置

・ 

市
民
の
健
康
増
進
を
支
援
す

る
各
種
検
診
や
健
康
相
談
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
を
推
進
す
る
特
定
健

康
診
査
な
ど
、
保
健
事
業
の

充
実

・ 

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
国

民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

に
向
け
た
加
入
者
の
負
担
の

あ
り
方
の
見
直
し
や
、
医
療

費
の
適
正
化

・ 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

等
任
意
３
ワ
ク
チ
ン
の
無
料

接
種
や
、
妊
婦
の
健
康
診
査

の
実
施

な
ど
、
医
療
や
社
会
保
障
を
は

じ
め
、
児
童
・
家
庭
福
祉
等
の

総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

自
然
災
害
等
か
ら
、
市
民
の

生
命･

財
産
を
守
る
災
害
防
止

対
策
や
交
通
事
故
防
止
対
策
、

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
な
ど
、

市
民
の
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
を
守
る
こ
と
は
、
行
政
の
最

大
の
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

・ 

緊
急
時
の
情
報
な
ど
を
迅
速

且
つ
効
率
的
に
伝
達
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築

・ 

雨
水
排
水
対
策
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
等
の
土
砂
災

害
の
未
然
防
止
対
策

・ 

管
理
放
棄
さ
れ
た
老
朽
家
屋

の
実
態
調
査

・ 

各
種
交
通
事
故
防
止
活
動
へ

の
支
援

・ 

鹿
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
啓

発
活
動
及
び
相
談
窓
口
の
充
実

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
が
心
地
よ
く
暮
ら
し
、

住
み
良
い
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、

・ 

廃
止
路
線
代
替
バ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
市
街
地

巡
回
バ
ス
の
運
行
や
見
直
し

等
に
よ
る
総
合
交
通
対
策

・ 

主
要
幹
線
道
路
や
足
元
道

路
、
橋
梁
、
排
水
路
等
の
整

▲　まるごと“おおすみ”アグリ・フード商談会

▲　産学連携ラボツアー

▲　スポーツ合宿の誘致

３　

地
域
で
支
え
あ
う

　
　

健
や
か
で
心
の
か
よ
う

　
　

ま
ち
づ
く
り

４　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

　
　

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

５　

快
適
な
生
活
を
支
え
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

平成23年度 施政方針特集



6

備
・
充
実

・ 
老
朽
化
に
伴
う
桜
ヶ
丘
市
営

住
宅
の
建
替

・ 

輝
北
ダ
ム
移
転
記
念
公
園
の

整
備
、
都
市
公
園
等
の
施
設

の
改
修

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社

会
の
確
立
や
、
環
境
生
態
系
の

保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、

・
環
境
保
全
型
農
業
の
啓
発
活

　

動
な
ど
環
境
負
荷
の
低
減
に

　

配
慮
し
た
農
業
の
推
進

・
畜
産
経
営
に
起
因
す
る
環
境

　

汚
染
の
防
止

・
水
産
資
源
の
保
護
・
培
養
の

　

た
め
の
藻
場
の
保
全
活
動
や

　

造
成
、
魚
礁
の
設
置
に
対
す

　

る
支
援

・
環
境
負
荷
の
少
な
い
低
公
害

　

車
の
公
用
車
導
入

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の

　

導
入
に
対
す
る
補
助

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心

し
て
学
べ
る
教
育
環
境
を
整
え
、

地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、

・ 

学
校
規
模
の
適
正
化
を
進
め

る
た
め
の
地
区
懇
話
会
の
設

置
・ 
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
促

進
に
よ
る
児
童
生
徒
の
安
全

と
安
心
の
確
保

・ 

田
崎
小
学
校
校
舎
の
増
改
築

な
ど
、
学
校
教
育
環
境
の
基

盤
整
備
や
教
育
改
革
を
推
進

・ 

学
習
支
援
や
部
活
動
指

導
、
環
境
整
備
な
ど
、
教
育

活
動
に
興
味
の
あ
る
地
域
住

民
に
よ
る
「
か
の
や
学
校
応

援
団
事
業
」
の
推
進

・ 

英
語
指
導
講
師
を
小
学
校
へ

派
遣
す
る
「
か
の
や
英
語
大

好
き
事
業
」
に
よ
る
、
市
全

体
の
英
語
科
教
育
の
充
実

・ 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
へ
の

支
援

な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
と
生
き

る
力
を
育
む
ひ
と
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

平
成
23
年
春
の
九
州
新
幹
線

の
全
線
開
業
を
踏
ま
え
た
、
交

流
人
口
の
増
加
促
進
の
取
組
と

し
て
、

・ 

「
か
の
や
ば
ら
園
」
を
核
と

す
る
、
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
る
誘
客
促
進

・ 

修
学
旅
行
、
民
泊
型
教
育
旅

行
、
体
験
学
習
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
入

体
制
の
整
備

な
ど
、
大
隅
地
域
の
特
性
を
市

内
外
に
発
信
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
大
隅
地
域
全
体
の
課

題
で
あ
り
、
今
後
の
発
展
の
た

め
の
足
掛
か
り
と
な
る
、

・ 

東
九
州
自
動
車
道
等
の
高
速

交
通
体
系
の
早
期
確
立

・ 

薩
摩
と
大
隅
半
島
を
結
ぶ
山

川
〜
根
占
フ
ェ
リ
ー
の
本
格

再
開

・ 

物
流
拠
点
港
と
し
て
の
志
布

志
港
の
利
活
用
策
の
検
討

な
ど
と
と
も
に
、
大
隅
定
住
自

立
圏
の
取
組
を
各
構
成
市
町
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
桜
島
架
橋
に
つ
い
て

は
、
鹿
児
島
県
の
可
能
性
調
査

に
お
い
て
、
事
業
費
を
上
回
る

経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
の

見
解
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
実
現
に
向
け
た
明
る
い

兆
し
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
、
大
隅
地
域
全
体
の

浮
揚
と
発
展
に
繋
が
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
、
関
係
機
関
等
と

連
携
、
協
調
し
な
が
ら
力
強
く

牽
引
し
て
い
き
ま
す
。

－　

む
す
び　

－

　

私
は
、
市
民
の
「
知
恵
と
ア

イ
デ
ア
」
を
結
集
し
、
慣
例
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
、
時
代
認
識
を

共
有
し
な
が
ら
、〝
元
気
な
「
か

の
や
」
づ
く
り
〞
を
推
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
時
代
の
中
に
あ
っ
て

も
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
、「
鹿
屋

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

全
身
全
霊
を
傾
注
す
る
所
存
で

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ

り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

▲　福岡での観光・特
　　産品をＰＲ

▲　かのや英語大好き事業

６　

自
然
と
環
境
を
大
切
に

　
　

す
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

７　

未
来
の
郷
土
を
担
う

　
　

ひ
と
づ
く
り

　

 
 

　
　

む
す
び

８　

 

人
・
モ
ノ
・
情
報
を
結

び
、
付
加
価
値
の
高
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

平成23年度 施政方針特集



▲写真展・口蹄疫チャリティ
などのイベント本部

▲まちの思い出などが書かれ
たまちの思い出ブース

▲レコード販売やライブが行
われたブルーシート鹿屋

▲桜デパートで販売していた
饅頭を串良商業生が販売

▲鹿屋の美容室が取り扱う商
品の販売やネイルサロン

▲地元農産物や飲食店が
入った各種ブース

▲鹿屋おもちゃ病院・陶器市･
骨とう市などの各種ブース

▲ファッション雑貨、福祉店
舗などの各種ブース

お
か
え
り
な
さ
い
、

お
か
え
り
な
さ
い
、

商
店
街
。

商
店
街
。

　
「
多
く
の
お
店
と
多
く
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
人
と
人
が
つ
な
が

る
風
景
を
も
う
一
度
見
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
「
鹿

屋
バ
ラ
色
商
店
街
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」。

　

30
歳
前
後
の
若
者
30
人
で
組

織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
は
、
昨

年
12
月
か
ら
商
店
街
と
の
交
渉

や
、
空
き
店
舗
の
清
掃
に
奔
走

し
、
８
つ
の
空
き
店
舗
が
復
活
。

　

２
月
26
・
27
日
に
行
わ
れ
た

バ
ラ
色
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
趣

旨
に
賛
同
し
た
30
以
上
の
店
舗

や
イ
ベ
ン
ト
が
協
賛
し
、
昔
日

を
知
る
訪
れ
た
市
民
は
、
昔
の

よ
う
に
活
気
に
あ
ふ
れ
た
商
店

街
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

路
上
で
交
わ
さ
れ
る
顔
見
知

り
と
の
会
話
、
売
り
子
さ
ん
の

丁
寧
な
接
客
、
昔
の
街
並
み
を

教
え
て
く
れ
る
高
齢
者
。
そ
こ

に
は
、
商
店
街
で
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
確
か
な
「
つ
な

が
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
を
務
め
た
池
田

宏
利
さ
ん
（
33
歳
）
は
、「
こ
の

イ
ベ
ン
ト
が
商
店
街
再
生
へ
の

転
換
点
に
繋
が
っ
て
く
れ
れ
ば
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
商
工
振
興
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

まちの思い出ブースにつづられたまちの思い出ブースにつづられた
商店街の思い出や鹿屋への想い商店街の思い出や鹿屋への想い
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今
春
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
見
据
え
、

北
部
九
州
か
ら
の
観
光
客
誘
客
の
促
進
を
図

る
た
め
、
２
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
福

岡
市
天
神
で
、
嶋
田
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

鹿
屋
鹿
屋  

の  

よ
か
と
こ

よ
か
と
こ

の
も
と
、
鹿
屋
市
の
観
光
や
物
産
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

す
る
「
か
の
や
よ
か
と
こ
フ
ェ
ア
in
福
岡
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
観
光
振
興
課　

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ
１
１
２
１

 ２

 １

 ３

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
記
念

　

３
月
12
日
の
九
州
新
幹
線
全

線
開
業
を
前
に
、
市
で
は
２
月

５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）、
福

岡
市
天
神
の
大
丸
福
岡
天
神
店

「
エ
ル
ガ
ー
ラ
・
パ
サ
ー
ジ
ュ

広
場
」
で
、
観
光
や
物
産
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
か
の
や
よ
か
と
こ

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

５
日
は
、鹿
屋
市
出
身
で「
か

の
や
ば
ら
大
使
」
の
女
優
国
生

さ
ゆ
り
さ
ん
と
嶋
田
市
長
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
お
茶

な
ど
の
特
産
品
や
、
か
の
や
ば

ら
園
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

国
生
さ
ん
は
「
ば
ら
園
は
一

日
い
て
も
飽
き
な
い
。
人
に
癒

さ
れ
、食
べ
物
に
癒
さ
れ
る
街
。

ま
た
行
き
た
い
と
思
う
は
ず
で

す
」
と
宣
伝
。

　

嶋
田
市
長
も
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
頃
は
、
ば
ら
園
で

は
満
開
を
迎
え
ま
す
。
春
ば
ら

の
満
開
は
圧
巻
で
す
。
ば
ら
の

香
り
に
包
ま
れ
、心
癒
さ
れ
て
、

豊
か
な
食
を
ぜ
ひ
地
元
で
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。　

　

６
日
は
、
か
の
や
ば
ら
祭
り
の

福
岡
福
岡
で
Ｐ
Ｒ
Ｐ
Ｒ

 ４
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１_トークショーで鹿屋をＰＲす
る国生さゆりさん（右）と嶋田

芳博市長 ２_ばらの花無料配布
にも、長蛇の列ができました。 

３_大盛況を博した出店ブース 

４_かのやばら園直送のばらで会

場を装飾 ５_試食で大人気だっ

た紅はるか ６_黒豚も飛ぶよう

に売れました。 ７_黒豚ギョー

ザも大人気でした。８_大丸福
岡天神店のエルガーラ・パサー

ジュ広場でのトークショー

９_「お茶の産地はガン
の死亡率が低い」と、深

蒸し茶の健康効果につい

て、１月、NHKの『ためし

てガッテン』で、鹿屋市

が紹介されました。そこで、

今回のフェアでも若いお

茶農家の皆さんが、直接

かのやの深蒸し茶の良さ

を福岡でPRしました。

 ８

 ７

 ９

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
う
ｄ
ｏ
ｋ

ｉ
ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
の
ス
テ
ー
ジ
が

あ
っ
た
ほ
か
、
２
日
間
、
会
場

で
は
、「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」「
鹿
屋
海
軍

航
空
カ
レ
ー
」「
紅
は
る
か
」「
落

花
生
」「
黒
豚
」「
焼
酎
」
な
ど

の
試
食
・
試
飲
や
販
売
を
行
い

ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
か
の
や
ば
ら
園
直
送

の
ば
ら
の
花
や
ポ
プ
リ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
り
、
か
の
や
ば
ら

園
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ば
ら
ら

ち
ゃ
ん
」
と
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
で
の
勝
者
に
は
特
産
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
観
光
や

物
産
を
Ｐ
Ｒ
。

　

６
日
は
、
大
隅
半
島
４
市
５

町
の
特
産
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
大
隅
半
島
広
域
で
の

観
光
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　　

花
に
癒
さ
れ
、

花
に
癒
さ
れ
、

　

人
に
癒
さ
れ
、

　

人
に
癒
さ
れ
、

　

食
に
癒
さ
れ
る
、

　

食
に
癒
さ
れ
る
、

　

そ
ん
な

　

そ
ん
な  

ば
ら
園
の
街

ば
ら
園
の
街

　

ま
っ
す
ぐ

　

ま
っ
す
ぐ    

か
の
や
へ

か
の
や
へ

　

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

お
い
で
く
だ
さ
い
。

 ５ ６



　

１
月
と
２
月
に
各
地
区
公
民

館
や
学
習
セ
ン
タ
ー
で
生
涯
学

習
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

発
表
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公

民
館
等
で
取
り
組
ん
だ
１
年
間

の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
て
、

生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る
推
進
に

つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
あ
わ
せ
て
約
６
，

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
展
示
発
表
や
舞
台

発
表
が
行
わ
れ
て
、参
加
者
は
、

１
年
間
の
学
習
の
成
果
を
精
一

杯
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
発
表
会
の
一
部
を
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
中
央
公
民
館

　

☎
０
９
９
４-

44-

０
３
２
１

学習成果発表会

Interview
学びこそ
楽しく暮らす秘訣

狩集　エミさん　89歳
　　　　　　　　　川西町

　私は、23 年間、中央公民館の生涯学習講
座に参加しています。
　始めた頃は、講座も参加者も少なくあまり
知られていませんでしたが、徐々に参加者も
増えて、多くの人と触れ合い、多くのことを
学びました。
　現在は、舞台にこそ立っていませんが、高
齢者大学で学ばせていただいております。
　高齢者の皆さん、健康で明るく楽しい日が
過ごせて、友達もできるこの生涯学習講座で
楽しく学びましょう。

インタビュー

▲高須地区学習センター

▲花岡地区公民館

▲中央公民館

▲串良公民館

かりあつまり

10



各地区公民館  

学びあい学びあい
　　広げよう　　広げよう
　　　ふれあいの輪　　　ふれあいの輪

▲田崎地区学習センター

▲高隈地区交流促進センター

▲大姶良地区学習センター

▲西原地区学習センター

▲東地区学習センター

Interview

　私は、生涯学習講座に参加して16 年にな
りますが、今年もなんとか学習成果発表会
で舞台に立つことができたことを、うれしく
思っています。生涯学習講座では、色々な講
座で学んだり、高齢者大学で役員をさせて
いただいたりと自分なりにすごく成長できた
と思います。私は、子ども孝行もかねて、前
向きな気持ちで講座に参加して、多くの人と
触れ合い、健康に過ごしています。皆さんも、
人と触れ合い、前向きで健康的に生活するた
めに、ともに生涯学習講座に参加しませんか。

インタビュー

前向きで
健康的に過ごす

小
こ や が し ろ

八ヶ代　保子さん
　　　　　　　　80歳
　　　　　  　古前城町

KANOYA  CITY
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生
産
者
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

な
ど
の
資
源
を
活
か
し
た
健
全

な
土
づ
く
り
を
行
っ
た
り
、
肥

料
や
農
薬
は
、
科
学
的
に
安
全

性
が
確
か
め
ら
れ
た
も
の
を
、

必
要
な
時
に
必
要
な
量
だ
け
使

う
な
ど
、
食
の
安
全
を
守
る
取

組
を
個
々
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
県
が
策
定

し
た
基
準
に
沿
っ
て
作
業
を
行

い
、
そ
の
取
組
を
審
査
・
認
証

す
る
制
度
が
「
か
ご
し
ま
の
農

林
水
産
物
認
証
制
度
（
Ｋ-

Ｇ

Ａ
Ｐ
）」
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
食
品
の
安

全
確
保
、
品
質
改
善
、
環
境
保

全
等
を
達
成
す
る
た
め
に
、
生

産
者
が
作
業
を
記
録
し
、
点
検
・

評
価
し
て
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
を
審
査
・
認
証
す

る
こ
と
で
、
農
薬
の
残
留
を
は

じ
め
、
危
険
な
要
因
を
排
除
し

て
農
林
水
産
物
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。
認
証
さ
れ
た

農
林
水
産
物
は
、
認
証
マ
ー
ク

を
表
示
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
で
は
９
件
認

証
さ
れ
て
い
ま
す
。

シリーズ「食」と「農」の交流づくり⑥

生産者が守る「食の安全」
消費者に届け「食の安心」
　近年、食品の偽装表示、輸入野菜の残留農薬、無登録農薬の
流通及び使用などの問題が発生していることにより、消費者の

「食の安全安心」に対する関心が高まっています。
　このような状況で、生産者側は「食の安全」を守る様々な取り組みを行っ
ています。また、消費者側は、「食の安心」を得るために、食品の安全性につ
いて正しい知識を持ち、食品を適切に選び取る力が求められています。

【問い合わせ】　市農政水産課　☎0994-31-1117

か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物

認
証
制
度（
Ｋ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
）

＆●Ａ●Ｑ
「賞味期限」と「消費期限」は、どこが違うの？

賞味期限　　
ハムやソーセージ、スナック菓子や缶詰など、冷蔵や常温で保存がきく食
品に表示してあります。開封していない状態で、表示されている保存方法
に従って保存したときに、おいしく食べることができる期限を示していま
す。期限を過ぎても、すぐ食べられなくなるということではありません。
消費期限　　
弁当やサンドイッチ、惣菜など長くは保存がきかない食品に表示してあり
ます。開封していない状態で、表示されている保存方法に従って保存した
ときに、食べても安全な期限を示しています。期限をすぎると、安全とはい
えなくなります。

▲食品期限表示の定義のイメージ

毎
月

1919
日日
は

か
の
や

か
の
や
食
育
の
日

食
育
の
日

認証団体等名称 品目
東串良町園芸振興会ピーマン部（吾平・串良の生産者が加入） ピーマン
東串良町園芸振興会きゅうり部（串良の生産者が加入） きゅうり
西ノ原　敏男 かぼちゃ
浅井　明 いちご
鹿屋有機物循環農法研究会 にんにく
ＪＡ鹿児島きもつき鹿屋地区園芸振興会根菜部会ゴボウ部会 ごぼう
農業生産法人アグリン大隅（有） ごぼう
アグリタウン吾平なす部会 なす
肝付吾平町農業協同組合　かぼちゃ部会 かぼちゃ
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Ｋ－ＧＡＰ認証者が語る

安全を求めた農業
　首都圏の台所、大田市場で高い評価を得、東京の
大手百貨店に配送される鹿屋産の「敏ちゃんかぼちゃ」。
　ブランドかぼちゃの生産者で、かごしまの農林水産物認証制度
の個人認証取得第1号である西ノ原敏男さん（61歳）を訪ねました。

健
康
は
土
づ
く
り
か
ら

　

か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
を
確
立
し
た

現
在
で
も
、
安
全
で
お
い
し
い

も
の
を
作
る
た
め
に
、
研
究
を

重
ね
る
西
ノ
原
さ
ん
。

　

農
業
を
始
め
た
頃
か
ら
環
境

と
調
和
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
栽
培
に

取
り
組
み
、
そ
の
な
か
で
も

特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
、

「
土
」。
化
学
肥
料
な
ど
を
使
わ

ず
に
、
土
着
菌
を
活
か
し
た
腐

葉
土
混
合
の
良
質
堆
肥
を
用
い

て
い
ま
す
。
残
留
農
薬
の
分
析

結
果
で
は
、
１
０
７
の
検
査
項

目
で
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
ず
、

関
係
者
か
ら
驚
き
と
賞
賛
の
声

が
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
健
康
は
土
づ
く
り
か
ら
」
を

口
ぐ
せ
に
、
化
学
肥
料
に
頼
ら

な
い
環
境
に
も
人
に
も
優
し
い

栽
培
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
西
ノ
原
さ
ん
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

か
ぼ
ち
ゃ
に
も
愛
情
を

　
「
か
ぼ
ち
ゃ
づ
く
り
は
、
除
草

剤
な
ど
を
使
わ
な
い
自
然
農
法

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

草
は
生
え
た
ま
ま
で
誘
引
や

整
枝
な
ど
は
い
っ
さ
い
行
わ
ず
、

よ
り
自
然
な
成
育
環
境
を
保
っ

て
い
ま
す
。
通
常
、
か
ぼ
ち
ゃ

を
栽
培
す
る
と
き
に
は
、
一
つ

の
実
に
栄
養
が
行
き
届
く
よ
う

に
実
の
数
を
制
限
し
て
摘
果
を

行
い
ま
す
が
、
摘
果
も
行
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

通
常
の
も
の
よ
り
も
ず
っ
し
り

と
大
き
い
肉
厚
な
か
ぼ
ち
ゃ
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
腐
葉

土
に
育
ま
れ
た
地
力
の
あ
る
畑

だ
か
ら
こ
そ
な
せ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、以
前
は
手
作
業
で
行
っ

て
い
た
受
粉
も
、
現
在
は
ミ
ツ

バ
チ
に
ま
か
せ
て
い
ま
す
。
研

究
に
よ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
に
受
粉

さ
せ
る
こ
と
で
、
着
果
率
が
高

く
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
形
も
良
く
な

る
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

自
然
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
こ

と
で
、
人
に
も
か
ぼ
ち
ゃ
に
も

優
し
い
栽
培
に
な
っ
て
い
ま

す
。」

世
界
に
一
つ
だ
け
の
か
ぼ
ち
ゃ

　

安
全
な
も
の
を
追
求
し
、
土

づ
く
り
か
ら
は
じ
め
た
農
業
。

　

現
在
は
、
そ
の
取
組
か
ら
安

全
安
心
な
か
ぼ
ち
ゃ
と
し
て「
か

ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
制

度
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
敏
ち
ゃ
ん
か
ぼ
ち
ゃ
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
、

そ
の
味
と
品
質
が
評
判
を
呼
び
、

ブ
ラ
ン
ド
か
ぼ
ち
ゃ
と
し
て
今

で
は
東
京
の
大
手
百
貨
店
か
ら

も
信
頼
を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
ど
ん
な
世
界
で
も
、
こ
れ
で

よ
し
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
技
術
を

高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
『
敏
ち
ゃ
ん

か
ぼ
ち
ゃ
』
を
今
後
も
栽
培
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS13
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２
月
12
日
・
13
日
に
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
で
、
高
校
生

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヒ
メ

と
ヒ
コ
～
あ
る
王
の
物
語
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
毎
年
上
演

し
、
今
回
で
４
年
目
を
迎
え
る

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、

特
殊
な
力
を
持
っ
た
女
性
の

リ
ー
ダ
ー
、
奄
美
大
島
の
ヒ
メ

と
実
際
の
政
治
を
行
う
男
性
の

リ
ー
ダ
ー
、
大
隅
の
ヒ
コ
の
二

つ
の
地
域
間
で
起
こ
る
物
語
。

　

ヒ
メ
は
巫
女
（
み
こ
）
と
呼

ば
れ
、
自
然
の
変
化
を
読
み
、

漁
の
安
全
や
豊
作
を
呼
び
込
む

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
。

　

力
こ
そ
全
て
と
信
じ
る
大
隅

の
ヒ
コ
は
、
奄
美
の
ヒ
メ
や
そ

の
父
と
出
会
う
。
そ
し
て
、
現

代
に
生
き
る
少
女
マ
ナ
と
、
そ

れ
を
と
り
ま
く
大
人
た
ち
。
交

易
が
始
ま
り
、
お
互
い
の
豊
年

を
祝
う
そ
の
先
に
起
こ
る
悲
劇

の
物
語
。

こ
の
物
語
の
テ
ー
マ
は
「
読

む
力
」
で
、
自
然
の
変
化

を
読
む
力
、
人
の
気
持
ち
を
読

む
力
。

　

真
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
権
力

で
は
な
く
、
こ
の
「
読
む
力
」

を
備
え
た
者
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
古
来
、
日
本
の
集
落
（
ム

フォト特集◎　高校生ミュージカル　～４年目の挑戦～

「ヒメとヒコ～ある王の物語」

１

６

５

３

４

２
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ラ
）
が
持
っ
て
い
た
相
手
を
思

い
、
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
ゆ

く
『
結
（
ゆ
い
）
』
の
精
神
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

脚
本
・
演
出
家
で
あ
る
松
永
太

郎
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

　

ま
た
、
普
通
の
高
校
生
活
を

送
る
少
女
マ
ナ
が
ヒ
メ
と
ヒ
コ

と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
郷
土

愛
に
目
覚
め
て
い
く
と
い
う
物

語
で
も
あ
り
ま
す
。

舞
台
に
は
、
大
隅
半
島
の
高

校
か
ら
希
望
し
た
高
校
生

10
人
の
ほ
か
、
鹿
屋
女
子
高
校

音
楽
部
、
鹿
屋
中
央
高
校
合
唱

部
、
国
分
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部
、

奄
美
大
島
の
大
島
高
校
新
体
操

部
の
総
勢
約
１
０
０
人
が
出
演

し
、
訪
れ
た
観
客
を
感
動
の
渦

に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

　

上
演
終
了
直
後
に
は
、
伊
藤

祐
一
郎
県
知
事
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
』
の
「
歌

の
お
兄
さ
ん
」
と
し
て
活
躍
し

た
速
水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
か
ら
、

舞
台
の
出
演
者
に
花
束
が
手
渡

さ
れ
、
満
員
の
会
場
は
称
賛
の

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

１- ホールに響きわたるキャストの歌声 ２、３- 華麗なダンスの舞いで観客

を魅了 ４-緊張感の中での本番直前リハーサル ５-初日の楽屋で、ほっとひ

と息の瞬間 ６- 歌とダンスの微調整を行うリハーサル ７- 古代にタイムス

リップする少女マナ ８-圧巻のダンスパフォーマンスでクライマックス

９- ２年連続で、伊藤県知事から花束が贈呈 

10、11- 大隅と奄美、互いの豊年を祝う舞 12 ｰ

しっかり者のヒメ子先生とお人好しな昭彦先生

と生徒たち 13- 勝利こそが正義だと信じるヒ

コ 14- 大隅の王を案ずる奄美の巫女・ヒメ

10

12

14

11

13

８

７

９



名　　称 フロア 業務内容 電話番号

消費生活センタ－ 本庁舎２階 業務内容の変更はありません。 ☎ 0994-31-1169

行財政改革推進課 本庁舎５階 業務内容の変更はありません。 ☎ 0994-31-1153

生活環境課 本庁舎５階 業務内容の変更はありません。 ☎ 0994-31-1115

農業委員会 本庁舎６階 業務内容の変更はありません。 ☎ 0994-31-1131

生涯学習課 本庁舎６階 旧社会教育課及び旧文化課文化事業班が統合し、
社会教育・文化振興業務を行います。 ☎ 0994-31-1138

生涯学習課
文化財センター

串良総合支所
別館１階 旧文化課文化財班の文化財業務を行います。 ☎ 0994-31-1167

農地整備課
地籍調査推進室

吾平総合支所
２階

地籍調査成果の閲覧・交付は、吾平総合支所及び
本庁農地整備課で行います。ただし、基準点網図、
基準点座標値、その他の成果の閲覧・交付は、吾平
総合支所のみで行います。

☎ 0994-31-1177

４月１日から市役所の課の
　　　　名称及び配置を一部変更します
　市では、行財政改革による職員削減を進めながら、より効率的な行政サ－ビスの向上を目指し、次のよう
になります。

【問い合わせ】　市総務課　☎0994-31-1127

16



ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

ＥＶ

学校教育課 教育総務課

選挙管理委員会
行財政改革

推進課

市民スポ－ツ課

課務総課整調画企

建築指導室

４階

農地整備課

ＥＶ

５階

６階

建築住宅課

３階

（広報広聴）
副市長室 秘書広報課

秘書広報課

畜産林務課

農政水産課

農業委員会
監査
事務
局

生涯学習課

市長室

情報行政課

公園管理室 道路建設課

ＥＶ

１階

２階

税務課 収納管理課 出納室

福祉政策課 子育て支援課

商工振興課

高齢福祉課

観光振興課
消費生活
センタ－

総務課

（消防防災）

市民課 健康保険課

生活環境課 市民活動推進課

都市政策課

財政課

玄関

玄関

４月１日以降の庁舎見取り図

階段

建設維持課 産業振興課
会議室

　

串良総合支所別館

民具展示室

Ａ会議室 地籍調査推進室

会議室

大会議室２階
階段

玄関

会議室文化財センタ－１階

変更となった箇所本庁舎

吾平総合支所２階

串良総合支所別館1階

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS17



 

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
22
年
12

月
31
日
以
前
に
鹿
屋
市
に
転
入

届
を
出
し
、
引
き
続
き
鹿
屋
市

に
住
ん
で
い
る
人
。

※
転
出
者
で
あ
っ
て
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
他

市
町
村
に
住
所
を
移
し
て

も
「
引
き
続
き
そ
の
市
町
村

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」（
無
料
）
の
交
付
を
受

け
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
転
出
後
さ
ら
に
他
市

町
村
に
転
出
す
れ
ば
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
出
張
や
仕
事
、
旅

行
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
所
で
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

　

４
月
２
日（
土
）〜
９
日（
土
）

場
所
及
び
時
間

　

市
役
所
６
階
会
議
室
＝
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

各
総
合
支
所
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時

※
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票

指
定
施
設
に
お
け
る
不
在
者
投

票
　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

す
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の

施
設
に
入
院
や
入
所
し
て
い
る

人
で
、
不
在
者
投
票
事
由
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
施
設
長
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

出
張
や
研
修
に
よ
り
市
外
に

滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
投
票

　

重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷

病
者
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
内

容
が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
人
に
限
り
ま
す
。

■
投
票
日
の
投
票

投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

投
票
所

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

投
票
所
で
し
か
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
郵
送
さ
れ
た
投
票
案

内
状
で
必
ず
投
票
所
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法

　

投
票
所
に
投
票
案
内
状
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
案
内
状
は
郵
送
し
ま
す

が
、
投
票
日
が
近
く
な
っ
て
も

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
案
内
状
を
紛
失
し
て

も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
日
当

日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

代
理
投
票
・
点
字
投
票
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

の
代
理
記
載
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、
代
理
記
載
人
と
な

る
人
の
届
出
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票

　

開
票
は
、
午
後
８
時
30
分
か

ら
鹿
屋
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
４
２

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 ４月10日（日）は
           鹿児島県議会議員選挙

　（鹿屋市・垂水市区）の投票日です
　鹿児島県議会議員選挙（鹿屋市・垂水市区）が４月１日（金）に告示され、４月 10 日（日）
に投開票が行われます。必ず投票へ行きましょう。
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Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。
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　２月17日、鹿屋農業高校で同
校生徒が育てた黒豚と有機米を
使った「青春100％農高黒ちゃん
カレー」の完成発表が行われま
した。「こんなカレーを食べたい」
という生徒の味覚をもとに、２か
月間の試作を繰り返し、購買者に
喜んで食べてもらえる商品に仕上
がりました。同商品は、生協コー
プかごしま全店で３月１日から約
6,000食が販売されています。

　２月23日、各種検定試験で素
晴らしい成績を上げた鹿屋女子高
校の生徒が、市役所を表敬訪問し
ました。全商検定では、２人が
全８種目、11人が７種目で１級、
家庭科技術検定では、３人が３種
目で１級を取得。この資格は、就
職・進学に高く評価され、この結
果は県内でも最高の快挙。生徒た
ちは「資格を活かして夢を実現し
たい」と話してくれました。

「県下一周駅伝」必死にタスキをつなぐ

　２月19日から23日までの５日間、県内の53区間、総
距離589㎞を舞台に「第58回県下一周市郡対抗駅伝競
走大会」が開催され、12チームが熱い戦いを繰り広げま
した。大隅半島を走る大会４日目は、ゴールとなるリナ
シティかのや前までの10区間109.1㎞でタスキがつな
がれ、肝属チームは、大勢の市民の声援を受けながら、日
間２位でゴールし、地元入りの意地を見せました。
　５日間総合では、鹿児島チームが連覇。肝属チームは
総合６位となり、残念ながら目標のＢクラス優勝は達成
できませんでしたが、肝属地区の代表として、全力で駆
け抜けました。

鹿屋農業高校鹿屋農業高校
黒ちゃんカレーを販売黒ちゃんカレーを販売各種検定試験で快挙各種検定試験で快挙

昨年、急死した久保田良秋総監督の遺影を掲げ、昨年、急死した久保田良秋総監督の遺影を掲げ、
日間２位の激走を報告する選手たち日間２位の激走を報告する選手たち大会４日目、リナシティかのや前でのゴールの瞬間大会４日目、リナシティかのや前でのゴールの瞬間

大会５日目、高須中継大会５日目、高須中継
所でタスキを渡す瞬間所でタスキを渡す瞬間

　２月６日、輝北コミュニティセ
ンターで、「輝北地域子ども会大
会」が開催されました。
　４月からは、小中学校それぞれ
１つの学校に統合されるため、仲
間づくりの場を設けようと行われ
たもので、22子ども会総勢174人
が参加。
　当日は、活動発表やレクレー
ションなどが行われ楽しい時間を
過ごしました。

輝北 KIHOKUKIHOKU学校統合前に学校統合前に
子ども会単位で交流子ども会単位で交流

　１月30日から２月６日まで、リ
ナシティかのやで「第29回鹿屋
市美術展」が開催されました。
　同展には、県内各地から229点
が出品。審査の結果、大賞を受賞
した山下すみれさんの洋画「緋色
の決意」のほか、特別賞・奨励賞・
入選などに選ばれた洋画や彫刻・
工芸など５部門193点が会場に展
示され、期間中は約1,800人の来
場客でにぎわいました。

市美術展が大盛況市美術展が大盛況
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輝北 KIHOKUKIHOKU

　２月15日、市役所で「社会教
育功労者・優良社会教育関係団体
表彰式」が行われました。
　この表彰は、永年社会教育に尽
力し、特に功労のあった個人及び
団体をたたえるとともに、社会教
育の一層の振興を図るもので、今
年は、社会教育功労者５人、優良
社会教育関係団体１団体を表彰。
風呂井教育委員長が永年の労をね
ぎらい、賞状を手渡しました。

　２月10日、輝北総合福祉セン
ターで「鹿屋市輝北地区ひとり金
婚者を励ます会」が行われました。
　これは、結婚50年の節目の金
婚式をひとりで迎えられた皆さん
の労をねぎらうとともに、これか
らの健康と長寿を祈念することを
目的に毎年開催されているもの。
当日は、６人が出席し、ねぎらい
の詞や祝辞、記念品の贈呈が行わ
れました。

　２月18日、鹿屋商工会議所で
「まるごと“おおすみ”アグリ・フー
ド商談会」が開催されました。
　このイベントは、大隅半島の魅
力ある食材を全国にアピールし、
更なる販路拡大を図ろうと行われ
たもので、大隅半島の42業者が
参加し、安心安全な食品を出品し
ました。個別商談会では、全国の
仕入れ担当者と119件もの商談が
行われました。

　２月６日、串良町で「第53回串良町内一周駅伝大
会」が開催されました。この大会は、社会体育の普
及や推進、健康増進などを図るとともに、地域住民
の親睦を深めることを目的に毎年行われているもの
で、全11区間24.6㎞で串良町内全域を一周するコー
スに６チームが参加。選手たちは、沿道の大声援を
背に、タスキをつなぎながら「ふるさと串良路」を
駆け抜けていました。各部の優勝は次のとおり。
小学生の部＝串良SCサッカー
中学生の部＝串良中野球部
一 般 の 部＝若葉

　２月13日、大隅広域公園周辺で「第17回美里あい
ら心わくわくウォーキング大会」が開催されました。
　この大会は、吾平地域の観光振興を図り、参加者
の健康作りに役立ててもらおうと毎年行われている
もので、当日は市内外から約800人が参加。ウォー
キングは５㎞と８㎞のコースで行われ、参加者は「美
里あいら」の自然を楽しみながら思い思いのペース
で歩き、さわやかな汗を流していました。
　また、コースの途中に設置された黒羽子観光農園
のイチゴの試食コーナーでは、甘いイチゴをおいし
そうにほおばっていました。

串良 KUSHIRAKUSHIRA吾平 AIRAAIRA

社会教育に尽力した社会教育に尽力した
個人・団体を表彰個人・団体を表彰

ひとり金婚者のひとり金婚者の
労をねぎらう労をねぎらう

大隅半島の大隅半島の
食材を全国に食材を全国に

ふるさと串良路を駆け抜けるふるさと串良路を駆け抜ける吾平の自然を満喫しながらウォーキング吾平の自然を満喫しながらウォーキング
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　１月29日、リナシティかのや
で「かのや男女共同参画社会づく
りフォーラム」が開催されました。
　これは、男性・女性の多様な意
見を活かし、ともに力を合わせ、
輝いてもらうことを目的に行われ
たもので約200人が参加。九州初
の女性町長となった中島玲子元杷

は

木
き

町長の講演などが行われ、参加
者は男女がともにつくる社会作り
への意識を高めました。

　２月５日、市文化会館で「ピン
クリボン in 鹿屋」が開催されま
した。
　当日は、専門医によるセミナー
や自己検診法、タレントの山田邦
子さんによる講演が行われました。
山田さんは、乳がんに対する思い
や不安など自らの体験談を話し、
参加者には「早期発見のために、
定期的に検診を受けてください」
と訴えていました。

鹿屋 KANOYAKANOYA

　２月20日、上高隈町の中津神社で、豊作と林業の
発展を祈念する「かぎ引き祭り」が開催されました。
　勝った地区にその年の豊作が約束されると言われ
ている「かぎ引き祭り」は、かぎ状になった雄木と
二股になった雌木の２本の神木を絡ませ、上高隈地
区と下高隈地区に分かれて引き合う勇壮な伝統行事
で、約350年以上の歴史を持ち、市の無形民俗文化財
にも指定されています。
　ほら貝や太鼓が鳴り響く中、両地区の住民が威勢
の良い掛け声とともに引き合った結果、下高隈地区
が、見事勝利を飾りました。

　２月20日、串良町細山田で「山宮神社春祭り」が
開催されました。
　400年以上の歴史を持つ山宮神社春祭りに奉納さ
れる芸能は、「正月踊り（棒踊り）・かぎ引き・田打ち」
の３つで構成されており、県の無形民俗文化財にも
指定されています。当日は、堂園、馬掛、生栗須棒
踊り保存会の「正月踊り」が奉納されたほか、「かぎ
引き」や、太郎と次郎に扮する神官が模型の牛に木
製のワタイモガを引かせユーモラスに田をならす動
きをする「田打ち」が奉納され、詰め掛けた多くの
見物客が、歴史ある伝統文化を堪能していました。

串良 KUSHIRAKUSHIRA

男女がともにつくる男女がともにつくる
より良い社会へより良い社会へ体験談から学ぶ体験談から学ぶ

勇壮な伝統行事「かぎ引き祭り」勇壮な伝統行事「かぎ引き祭り」山宮神社春祭りで伝統文化を堪能山宮神社春祭りで伝統文化を堪能

　鹿屋市は、平成22年度県広報
コンクールで、広報紙、写真、ホー
ムページの３部門で入選を受賞し
ました。広報紙部門は、今年で７
年連続、ホームページと写真部門
は４年連続の受賞となりました。
　今後とも、市民の皆さんにとっ
て必要な情報を的確に伝え、また、
市民の皆さんと行政の架け橋とな
るよう、引き続き努力してまいり
ます。

県広報コンクール県広報コンクール
３部門受賞３部門受賞

写真の部で入選した平成 22年７月号の表紙写真の部で入選した平成 22年７月号の表紙
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日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2011 4月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

2011 3月

地区名 性別 頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 145 368,186 678,000 237,000 260

去勢 174 433,218 594,000 299,000 293

吾平地区
めす 48 397,500 746,000 311,000 271

去勢 52 449,058 577,000 349,000 302

串良地区
めす 216 358,667 698,000 68,000 251

去勢 227 435,617 656,000 259,000 282

輝北地区
めす 82 382,817 731,000 308,000 270

去勢 100 456,770 740,000 360,000 297

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●２●月

●日　　時　５月 7 日（土）８時～受付
　　　　　　※雨天決行
●場　　所　きほく上場公園（輝北町市成）
●種　　目　○中学女子＝２㎞　○一般男子＝３㎞
　　　　　　○中学男子＝３㎞　○一般＝８㎞
　　　　　　○高校・一般女子＝３㎞
　　　　　　○高校・一般男子＝５㎞
　　　　　　○ファミリーの部＝ 1.2㎞
　　　　　　○グループの部＝ 1.5㎞
●参加資格　○ファミリーの部は、２人以上の家族
　　　　　　○グループの部は、３人以上のグループ
　　　　　　※両種目とも年齢制限はありません。
●申 込 料　○一般＝ 2,000 円
　　　　　　○中学生・高校生＝ 1,000 円
　　　　　　○ファミリーの部＝１人 200 円
　　　　　　○グループの部＝１人 200 円
　　　　　　※参加賞として特産品等があります。

●応募方法　 市民スポーツ課・各総合支所・各出張所
等に置いてある参加申込書に必要事項を
記入し、必ず切手を貼ってご応募くださ
い。

　　　　　　※ 申込書を入手できない場合は、送付し
ますので事務局へご連絡ください。

　　　　　　※ ファミリーの部及びグループの部のみ
複写でも可

●応募期限　４月８日（金）　※必着
●留意事項　○ １枚の申込書で、多種目申込はできま

せん。
　　　　　　○ 申込後の不参加及び悪天候などにより

大会中止の場合は、申込料の払い戻し
はしません。

　　　　　　○定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0201　鹿屋市輝北町上百引 2635 番地
　南日本クロスカントリー大会 INきほく大会事務局
　（輝北教育支所教育課内）　☎ 099-486-0303

第

回
2323 南日本クロスカントリー大会 INきほく南日本クロスカントリー大会 INきほく

参加者を募集参加者を募集
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Information

募
集
・
申
請

「
カ
ピ
ッ
ク
宿
泊
モ
ニ

タ
ー
」
の
参
加
者
を
募
集

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
た
だ
く
「
カ
ピ
ッ

ク
宿
泊
モ
ニ
タ
ー
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日

○
第
１
回
＝
４
月
９
日
（
土
）

〜
10
日
（
日
）

○
第
２
回
＝
４
月
16
日
（
土
）

〜
17
日
（
日
）　　

●
内
容
＝
宿
泊
体
験
、
カ
ピ
ッ

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験　

な
ど

●
参
加
費

　

小
学
生
以
上

　
　
　
　
　

＝
２
，
０
０
０
円

　

幼
児　
　

＝
無
料

※
宿
泊
費
及
び
食
事
代
を
含
み

ま
す
。

●
募
集
定
員
＝
各
20
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限

○
第
１
回
＝
４
月
５
日
（
火
）

○
第
２
回
＝
４
月
12
日
（
火
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

３
２
８
８

ポリオワクチン経口接種を実施しますポリオワクチン経口接種を実施します

【問い合わせ】　市健康増進課　☎ 0994-41-2110

●対象者
①平成20年4月1日から平成22年10月31日までに生まれ

た人
②生後６か月から７歳６か月未満の人で、今までに接種を

受けていない人、又は１回しか接種を受けていない人
●受付時間
　12:40～13:10
●実施場所
　市保健相談センター
●持参するもの
　予診票、母子健康手帳
●注意点
○下痢の症状がある場合、ワクチンの効果が弱まるので延

期してください。
○病気治療中の人は、必ず主治医にポリオ接種を受けてよ

いか相談してください。薬を服用・軟膏等の使用の場合
も必ず相談してください。

○麻しん・風しん・おたふくかぜ・水ぼうそうなどの病気に
かかった場合、その病気が治ってから4週間、その他のウ
イルス性疾患は治ってから2週間は接種できません。ま
た、兄弟友達等が感染している場合は接種できない場合
があります。

●日程
対象者(生年月日) 実施月日
平成20年4月生～

平成20年12月生 4月11日（月）

平成21年1月生、
平成21年11月生 4月14日（木）

平成21年2月生、
平成22年2月生 4月18日（月）

平成21年3月生、
平成22年4月生 4月22日（金）

平成21年10月生、
平成21年12月生 4月25日（月）

平成21年9月生、
平成22年8月生 4月26日（火）

平成21年8月生、
平成22年3月生 5月  2日（月）

平成21年7月生、
平成22年10月生 5月  6日（金）

平成21年6月生、
平成22年6月生 5月  9日（月）

平成21年5月生、
平成22年9月生 5月12日（木）

平成21年4月生、
平成22年1月生 5月23日（月）

平成22年5月生 5月30日（月）
平成22年7月生 5月31日（火）

※接種日の指定のない対象者や決められた日
に都合が悪い場合は、都合の良い日程で接
種してください。

Information

平
成
23
年
度
鹿
屋
市
中
小

企
業
合
同
入
社
式
・
研
修

講
座
参
加
事
業
所
を
募
集

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、

市
内
の
中
小
企
業
に
入
社
し
た

新
入
社
員
の
門
出
を
祝
う
合
同

入
社
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
式
終
了
後
に
は
社
会

人
と
し
て
大
切
な
マ
ナ
ー
な
ど

を
身
に
つ
け
る
研
修
講
座
も
行

い
ま
す
。

●
期
日
＝
４
月
８
日
（
金
）

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

●
内
容
＝
合
同
入
社
式
、
研
修

講
座

●
受
講
料
＝
無
料

●
応
募
期
限
＝
４
月
１
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
振
興
二
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５
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「
青
年
海
外
協
力
隊
及
び

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
参
加
者
を
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
開
発

途
上
国
で
の
協
力
活
動
を
行
う

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
４
月
１
日（
金
）

〜
５
月
16
日
（
月
）

※
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

jica.go.jp/

）
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
１ｰ

６
６
２
４

「
黒
羽
子
観
光
農
園
の
い

ち
ご
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
教

室
」
の
参
加
者
を
募
集

●
期
日
＝
３
月
27
日
（
日
）、

４
月
３
日
（
日
）　

●
時
間
＝
15
時
〜

●
場
所
＝
黒
羽
子
観
光
農
園
管

理
事
務
所

●
内
容
＝
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
作
り

●
参
加
料
＝
1
組
１
，
０
０
０

円
●
定
員
＝
各
５
組
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
３
月
24
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

黒
羽
子
観
光
農
園

　

☎
０
９
９
４ｰ

58ｰ

６
９
２
４

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
追
悼
式
の
お

知
ら
せ

　

太
平
洋
戦
争
で
特
別
攻
撃
隊

と
し
て
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ
た
英

霊
を
お
慰
め
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
追
悼
式
を
行
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
９
日
（
土
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

●
場
所
＝
小
塚
公
園
慰
霊
塔
前

広
場
（
今
坂
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
福
祉
政
策
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
１
３
２

お
知
ら
せ

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱

用
防
止
強
調
月
間

　

３
月
11
日
か
ら
４
月
10
日

は
、
シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱

用
防
止
強
調
月
間
で
す
。

　

シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
者
は
、

身
体
や
精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、

幻
覚
や
知
覚
異
常
を
起
こ
し
、

凶
悪
事
件
を
引
き
起
こ
す
な
ど

社
会
に
与
え
る
影
響
も
極
め
て

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
シ
ン
ナ
ー
等

の
薬
物
乱
用
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課　

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

が
ん
治
療
の
新
た
な
取
り

組
み

　

平
成
23
年
１
月
よ
り
、
九
州

初
と
な
る
粒
子
線
治
療
施
設

『
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン

タ
ー
』
が
指
宿
市
の
メ
デ
ィ
ポ

リ
ス
指
宿
に
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
県
の
が
ん
先
端
治
療
・

研
究
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
現
在
先
進
医
療
施
設
と

し
て
の
届
出
の
た
め
に
必
要
な

治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
粒
子
線
治
療
と
従
来
の
Ｘ
線

治
療
と
の
違
い

項　目 閲　覧 縦　覧
閲覧・縦覧
できるもの 固定資産課税台帳 土地価格等縦覧帳簿、家屋価格等縦覧帳簿

記載内容 土地・家屋の所在、種類、面積、評価額、課税
標準額、税額等 土地・家屋の所在、種類、面積、評価額

期　間 ４月１日（金）～平成 24 年３月 30 日（金） ４月１日（金）～５月 31 日（火）
場　所 市税務課、各総合支所地域振興課、各出張所 市税務課、各総合支所地域振興課

手数料 １件につき 200 円
※４月１日～５月 31 日の縦覧期間は無料 無料

閲覧・縦覧
できる人

● 土地、家屋、償却資産の所有者及び関係者（所
有者と同居の親族、納税管理人、借地人、借
家人、代理人）　　

● 固定資産税の納税者及び関係者（納税者と同居の
親族、納税管理人、代理人）
● 固定資産税が課税されない人は、縦覧帳簿の縦覧
はできません。
● 土地のみの納税者は土地縦覧のみ、家屋のみの納
税者は家屋縦覧のみ縦覧できます。

窓口に持参
するもの

印鑑、委任状（代理人による閲覧・縦覧の場合のみ）
所有者以外の人が閲覧する場合、身分証明書、
関係者であることが証明できる書類等 ー

【問い合わせ】市税務課（１階⑮・⑯番窓口）　☎ 0994-43-2111   内線 3126・3129

市では、適正かつ正確な課税を行うため、関係者に対して閲覧及び縦覧を行います。

固定資産課税台帳の閲覧及び土地（家屋）価格等縦覧帳簿の縦覧のお知らせ
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InformationInformation

　　　　　　　　フィッシュストーリー
伊坂 幸太郎 著　新潮社

　「なあ、この曲はちゃんと誰かに届いて
るのかよ？」売れないロックバンドが最
後のレコーディングで叫んだ声が時空を
超えて奇跡を起こす。

　　　バムとケロのもりのこや
　　　　  島田 ゆか 作　文溪堂

　バムとケロが森の中で見つけた
古い小屋。ここをきれいにしてふ
たりのひみつの小屋にしよう。

あいさつ団長
よしなが こうたく 作　長崎出版
　1 年 2 組に転校生がやってきて、たち
まちクラスの人気者になります。クラス
のリーダーは、人気を取り戻そうととん
でもないアイデアを思いつきますが・・。

とかくこの世はダメとムダ
山本 夏彦 著　講談社
　世の中にはウラがあり、人はウソをつ
く。鋭い洞察とユーモアで書きつづった、
今こそ読まれるべきエッセイ集。

 吾平振興会館図書室からのおすすめ 

市立図書館　     　  ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室  　　 　    ☎ 0994-58-6036
輝北コミュニティセンター図書室　 ☎ 099-486-0505　　
串良公民館図書室　        　    ☎ 0994-63-2623

市
立
図
書
館

夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　

藤
田
宜
永
著

発
光
地
帯

　
　
　
　
　

川
上
未
映
子
著

胸
さ
わ
ぎ
の
ク
ル
ー
ズ　

　
　
　
　
　
　

矢
口
敦
子
著

ラ
ス
ト 

ラ
ン

　
　
　
　
　
　

角
野
栄
子
著

よ
く
見
る
の
に
読
め
な
い
漢

字
　
　
　
　
　

井
上
逸
兵
監
修

や
め
な
い
よ

　
　
　
　
　
　

三
浦
知
良
著

夢
を
追
う
人

　
　
　
　
　
　

星
野
道
夫
著

い
っ
し
ょ
な
ら 

も
っ
と
い
い

 

ル
イ
ス･

ス
ロ
ボ
ド
キ
ン
作

 新刊図書の案内
Ｌｉｂｒａｒｙ Information

図書館情報

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
図
書
室

天
地
明
察

　
　
　
　
　
　
　

冲
方
丁
著

失
踪
入
門

　
　
　
　
　

吾
妻
ひ
で
お
著

岸
辺
の
旅

　
　
　
　
　

湯
本
香
樹
実
著

ス
タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル

　
　
　
　
　
　

篠
田
節
子
著

び
っ
く
り
!?
昆
虫
館
・
い
ろ
・

も
よ
う
・
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　

新
開
孝
著

ぱ
ら 

ぴ
た 

ぽ
ん

　
　

ラ
ウ
ラ
・
ス
タ
ニ
ョ
作

せ
ん
ろ
は
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　

竹
下
文
子
作

い
い
か
ら 

い
い
か
ら
４

　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史
作

串
良
公
民
館
図
書
室

20
代
で
や
っ
て
お
き
た
い
こ

と
　
　
　
　
　
　

川
北
義
則
著

か
ら
だ
に
お
い
し
い
魚
の
便

利
帳

　
　
　
　
　
　

藤
原
昌
高
著

国
家
の
命
運

　
　
　
　
　

薮
中
三
十
二
著

ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩
著

お
と
う
さ
ん
の
え
ほ
ん

　
　
　
　
　
　
　

高
畠
純
作

し
ず
く
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　

ぎ
ぼ
り
つ
こ
作

デ
ィ
ズ
ニ
ー
切
り
紙
あ
そ
び

　
　
　
　
　
　

桜
ま
あ
ち
著

な
ん
の
か
た
ち 

ふ
ゆ

　
　
　
　

ビ
ー
ゲ
ン
セ
ン
作

映
画
「
太
平
洋
の
奇
跡　
　

-

フ
ォ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
た
男-

」 

   ●
上
映
期
間
＝
４
月
２
日（
土
）

〜
22
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
２
８
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般　

　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
時
間
、
鑑
賞
料
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

○
病
巣
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
照

射
で
き
る
た
め
、
周
辺
の
正

常
組
織
へ
の
影
響
が
少
な
い

○
通
院
で
の
治
療
や
速
や
か
な

社
会
復
帰
が
可
能

　
「
粒
子
線
治
療
に
か
か
る
費

用
」
は
全
額
個
人
負
担
で
す
。

個
人
負
担
分
に
対
応
し
た
民
間

保
険
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

診
察
料
、
入
院
費
用
等
は
公

的
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財

団
患
者
さ
ん
相
談
窓
口

　

☎
０
９
９
３ｰ

24ｰ

３
４
５
６

「
第
１
回
か
の
や
産
業

フ
ェ
ス
タ
〜
集
え
！

１
０
０
店
パ
ワ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
２
０
１
１
〜
」
を
開

催●
日
時

　

３
月
20
日（
日
）10
時
〜
17
時

　

３
月
21
日（
月
）10
時
〜
15
時

※
荒
天
時
は
３
月
26
日
（
土
）・

27
日
（
日
）
に
延
期

●
場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
駐

車
場

●
内
容
＝
商
工
業
者
に
よ
る
展

示
・
販
売
ブ
ー
ス
、
市
民
参

加
イ
ベ
ン
ト　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

鹿
屋
商
工
会
議
所
青
年
部

「
か
の
や
産
業
フ
ェ
ス
タ
事

務
局
」

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
３
５
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情報掲示板Information

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

３月・４月の歯科休日急患在宅医

３月・４月の休日救急当番医
※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は

かかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常 1 日分とします。

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
　ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

◇肝属東部医師会　　　     診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

3 月 13 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

20 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
岩重医院 東串良町川東 63-8514

27 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

4 月   3 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

10 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

17 日
ルミコ医療ステーション 肝付町前田 65-0921
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

◇鹿屋市歯科医師会　　　　   診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
3 月 13 日 はしき歯科医院 寿 7丁目 40-4184

20 日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
21 日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015
27 日 あおぞら歯科 西原 1丁目 36-5688

4 月   3 日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
10 日 安代歯科医院 北田町 42-2936
17 日 安楽歯科 寿 5丁目 44-2220

…内科　　…小児科　 …外科小

…内科　　 …小児科　　 …外科

年間パスポートを割安で購入できます年間パスポートを割安で購入できます

　４月 28日（木）から開催される春のばら祭りを前に、ばら園年間パスポートを割安で購入できます。
この機会に、ぜひ、ご購入ください。

●割安購入期限　４月 27 日（水）
●購入金額
　○一般 1,200 円 （通常 1,800 円）
　○小・中・高校生 200 円 （通常　300 円）
●購入場所　かのやばら園管理事務所
●購入方法
　○新規購入者＝入園口の券売機で年間パスポート入園　
　　券を購入して、ばら園管理事務所までお越しください。
　○ 更新希望者＝これまでどおり、一般 1,200 円、小・中・

高校生は 200 円で随時更新できます。なお、有効期
限は、現在お持ちのパスポートの期限から１年間です。
更新の際は、パスポートを必ずご持参ください。

【問い合わせ・購入場所】
　かのやばら園管理事務所　☎ 0994-40-2170

購入場所】所】

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

3 月 13 日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 小林クリニック 上谷町 41-0700

20 日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

21 日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

27 日
 園田クリニック 旭原町 43-8181

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

4 月   3 日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 白浜外科 西原 1丁目 43-4195

10 日
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510

　 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

17 日
 幸田内科 寿 4丁目 43-5000

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

小

小

小

小

小

小

小

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5 時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
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　広告コーナーは、地域活性化と市民の皆さ
んへの情報提供を目的とし、市の自主財源確
保の一環として行われるものです。
　今年度から、鹿屋市以外の企業等も「広報
かのや」へ広告を掲載できるようになりました。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱綜合印刷 ☎ 0994-43-2093

下祓川町3568－1　☎0994-41-1717

KANOYA  CITY
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鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

　２月13日、笠野原小学校で
「しいたけの駒打ち体験」が行
われました。
　これは、自然環境への関心を
深め、資源を有効活用する心
を育むために行われたもので、
５・６年生33人が参加。当日は、
雑木にドリルを使って穴を開け、
そこに種駒を打ち込む作業を行
いました。参加した児童は「こ
れでしいたけができると思うと
不思議だね」と口々に話してい
ました。

市の花「ばら」

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111
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　　　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　　　　☎ 0994-43-2111

正
しょうあん

安の五
ごりんとう

輪塔

山本　フキさん（１00 歳）
吾平町上名

長生きの秘訣は、「子ども達が面倒
をみてくれて、毎日安心して暮らせる
こと」だそうです。

山口　航
こうせい

生くん（６歳）
札元１丁目

ありのままのあなたが大好きよ！！
（父母より）

みんなみんな

人口と世帯数
平成 23 年２月１日現在

対前月比
総　数 105,196人　（＋    38）
男 49,772 人　（＋    27）
女 55,424 人　（＋    11）
世帯数 44,459 世帯（－      7）

面　積　448.33㎢

No.63

吾平町麓

田
中　

あ
か
り
ち
ゃ
ん
（
5
歳
）

輝
北
町
上
百
引

い
つ
も
明
る
く
元
気
な
あ
か
り
ち
ゃ
ん
、

鹿
児
島
の
太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
強
く

育
っ
て
ね
。（
父
母
よ
り
）

中
村　

朋
香
ち
ゃ
ん
（
1
歳
）串

良
町
有
里

音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す

る
の
が
大
好
き
で
す
♪
元
気
に
育
っ
て

ね
！

　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　　（77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　大雨や台風襲来時にＦＭかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。

　

昭
和
37
年
に
西
目
川
路
集
落
の
畑
の
中

か
ら
大
き
な
五
輪
塔
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
は
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
薗
入
寺
の
境
内

に
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
吾
平
総
合
支
所

横
の
鵜
戸
神
社
境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
正し

ょ
う
あ
ん
が
ん
き
さ
い
じ
き
が
い

安
元
季
歳
次
己
亥
十
月
六
日
孝こ

う
し
と
う

子
等

敬け
い
は
く白

」
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正

安
の
五
輪
塔
と
呼
ば
れ
て
い
る
供
養
塔
で

す
。

　

総
高
１
９
０
セ
ン
チ
余
り
あ
り
、
非
常

に
大
き
な
五
輪
塔
で
、
昭
和
53
年
5
月
10

日
に
吾
平
町
で
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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